
 
 

  

 浜松市障がい者自立支援協議会中エリア連絡会 

全体会会議録 
 
１ 開 催 日 時  令和７年６月２６日 午前１０時から午前１１時半 
 
２ 開 催 場 所  和合せいれいの里 研修センター ２階 研修室１ 
 
３ 出 席 状 況  委  員  相談支援事業所アグネス 

ウィズ蜆塚 
相談支援事業所だんだん 
ワークセンターふたば 
地域包括支援センター和合 
浜松市障害者相談員 
浜松市中区民生・児童委員協議会 
浜松市社会福祉協議会浜松地区センター 

          事務局   浜松市中障がい者相談支援センター 
浜松市中央福祉事業所社会福祉課 

その他     浜松市障がい者基幹相談支援センター 
        
４ 傍 聴 者  あり（Zoom 参加）  42 事業所 51 名 
 
５ 議 事 内 容  １ 浜松市障がい者自立支援協議会について 
          ２ 浜松市障がい者自立支援協議会中エリア連絡会について 
          ３ 令和６年度浜松市中障がい者相談支援センター実績報告 

４ 意見交換 
          
６ 会議録作成者  浜松市中央福祉事業所社会福祉課障害福祉第二グループ 石川 
 
７ 記 録 の 方 法  発言者の要点記録 

          録音の有無  ○有 ・無 

 
 
 

公開・非公開の別 □ 公 開 ■部分公開 
□ 非公開 



８ 会 議 記 録 
１ 開 会 司会   中障がい者相談支援センター 
 
２ あいさつ     浜松市中央福祉事業所社会福祉課長 
 
３ 自己紹介 
 
４ 議 題 

（１） 浜松市障がい者自立支援協議会について  
資料１に基づき報告 

（２） 浜松市障がい者自立支援協議会中エリア連絡会について 
   資料２（中エリア連絡会イメージ図）、資料３（中エリア連絡会会則）、 

資料４（各部会活動予定）に基づき報告 
（３）浜松市中障がい者相談支援センター  

資料５（令和 6 年度実績）に基づき報告 
（４）意見交換 
 （構成員）高齢者の対応で障害が発見されるという事例がある。ケース会議の過程で

医療機関など色々な役割の人が関わっていると安心できる。民生委員も忙

しく、自治会も人手不足であるため、関係機関同士の連携や情報共有が非

常に大事。一人暮らしの家庭も１０年前に比べ２倍以上になっている。夫

婦であってもどちらかが施設に入っていたり、亡くなってしまっていたり

ということが多く、そういうことを考えると関係機関との協力の構築に頭

を悩ますけど、協力していきたい。 
  （事務局）中センターでは、フォーマルな繋がりはできつつあると思いますが、地域

の方やインフォーマルな繋がりの部分ではまだまだ課題があると思いま

す。 
 

（構成員）私は一人親で、大学２年の息子と、アンジェルマン症候群という重度の知

的障害の娘がいる。福祉に関わっている方には本当に感謝しています。そ

れでもまだ足りない。福祉も人手不足だということも十分わかっているけ

ど、そこをどうしたらいいか悩んでいる。防災の面になりますが、障害の

ある子どもを連れて避難所まで行くことに無理があり、どうやって避難す

ればいいかという不安はいつもある。地域の防災訓練もコロナ禍の影響で

対象外になり参加がなくなった。歩いて避難所に行くことは無理なので、

車いすなど対応してくれる人が一人でもいて声をかけてくれる人がいると

いいなと思っていて、地域の防災訓練も見直しをお願いしたい。 
（構成員）一般の人が行く指定避難所に行っても重度の障害を持つ人は門前払いに近

い状態になるかもしれない。最初からそういう方を受け入れるシステムを

作っていただきたい。 
（構成員）私は昨年、自立支援協議会の生活部会の災害ワーキングに参加した。災害

時の個別支援計画のモデルを作った。まだまだ未整備で民生委員や自治会

の協力が必要。 
（構成員）地域包括センターとして、３年ぐらい前から民生委員や介護の事業所と地

域防災を考える話し合い（地域ケア会議）を年１回行っている。日中活動

の事業所で活動中に発災した時に利用者に帰宅していただくのかどうする

か、道路状況などの情報をどう取るのか等いろいろ意見が出た。高齢者や

障害施設に地域の人が、トイレや水を求めて集まると自分たちの活動もで

きなくなる。個別避難計画を作成しても、介護保険課なのか危機管理課に

出すのか、提出先の行政自体も整っていない。高齢者、障害共に考えてい

く必要がある。 
（事務局）中エリア連絡会の活動として、防災に関する取り組みはしていないのが実

情である。貴重なご意見として、今後検討していきたい。 
（構成員）地域診断という言葉が色々な部会で出てきている。中エリアは広く対象エ



リアをどう定めるか、またどう活用するのかも検討が必要。 
（事務局）エリア全体をデータでみる診断の部分や、一方、モデル地区を定めるなど

模索したい。 
（構成員）防災の議題で地域の会議があった。色々な立場の人が集まって、みんな真

剣に取り組んで交流している地域が強いと感じた。仲良く繋がっているの

が災害に強いまちづくりに繋がっている。 
（構成員）身体障害者のうち視覚障害者は分母は少ないが抱えている課題が複雑。高

次脳は県域で拠点整備されている。視覚障害でもそのような制度を作りた

いと考えている。 
（構成員）１０人に一人がなんらかの障がいを持っていると聞いた。まずは重度の方

の対応を考えていくべきと思います。 
（構成員）医ケア児は在宅避難を選択するが、医療資材や薬のルート確保に不安の声

がある。関係機関のネットワーク化が本当に大切。 
  （事務局）とても貴重な意見や感想を聞くことができました。ありがとうございまし

た。 
    
５ 閉会のあいさつ 浜松市中央福祉事業所社会福祉課長 
 
６ 閉 会 事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上  



令和７年度 浜松市障がい者自立支援協議会 

第１回 中エリア連絡会『全体会』 
 

開催日 ：令和７年６月２６日（木） 
開催時間：午前１０時 ～         
開催場所：和合せいれいの里 3 号館    

２階 研修室１  
 

次 第 
１ 開会 
 
２ 中央福祉事業所社会福祉課長  あいさつ 
 
３ 自己紹介 
 
４ 議題 
   
  （１）浜松市障がい者自立支援協議会について 
    ア 協議会体制について 
 
 

（２）浜松市障がい者自立支援協議会中エリア連絡会について 
    ア イメージ図   
 
    イ 部会報告  
 
 

（３）浜松市中障がい者相談支援センター 

ア 令和６年度実績報告 

   
 
（４）意見交換  

 
 
４ 閉会 
 
 

 



浜松市障がい者自立支援協議会
目標：「誰もが住み慣れた地域で支え合い、希望を持って安心して暮らすことができるまち」

＜エリア全体会＞（協議ができる人数）
構成員：計画相談支援事業所・その他事業所 等
（オブザーバー：基幹相談支援ｾﾝﾀｰ）

＜エリア事務局会議＞（月１回）
・委託相談支援ｾﾝﾀｰ・福祉事業所

＜当事者と意見交換ができる場＞
・家族・当事者・委託相談支援ｾﾝﾀｰ・福祉事業所

※エリア部会やワーキングへの参加でも可

部会

障害者施策推進協議会

障がい者自立支援協議会

＜市全体会＞（年２回開催）

構成員：学識経験者・医療関係・計画相談支援事業所・社協・当事者・教育関係・専門部会員

事業所（入所、通所、児童）

出席者：福祉事業所・教育委員会

当

事

者

部

会

＜専門部会＞
専門職・委託相談支援ｾﾝﾀｰ・福祉事業所

こども部会

報告・提言

＜企画会議＞（隔月開催）
構成員：委託相談支援ｾﾝﾀｰ(各ｴﾘｱ１人)

医ｹｱｾﾝﾀｰ・福祉事業所

＜事務局会議＞
基幹相談支援ｾﾝﾀｰ・障害保健福祉課＋α

各団体等

主催の会議

※障がい者の重度化・高齢化・親なき後を見据えた支援体制の検討

※個別支援会議・共同支援会議での事例の積み重ねから課題を抽出

エリア連絡会
報告・提案

事務局：障害保健福祉課・基幹相談支援ｾﾝﾀｰ・委託相談支援ｾﾝﾀｰ

事務局：委託相談支援ｾﾝﾀｰ・福祉事業所

市主催の会議

・精神保健福祉審議会

・精神障がい者にも対応した地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ推進会議
・医療的ケア児等支援協議会

・発達障害者支援地域協議会

＜地域生活支援拠点等

検証委員会＞

地域生活支援拠点等検証委員会

地域生活支援拠点事業検証・検討の場

※構成員や運営は企画会議で決定

市全体会

①課題解決に向けた協議

②困難事例の共有

③市への施策、提案

④協議結果の報告

企画会議

①あがってきた課題の整理

②困難事例等情報の整理

③社会資源の改善

④困難事例の協議

⑤各部会の情報共有・発信

⑥エリア活動報告

※企画会議の中に事務局会議を置く

・企画会議の案件を煮詰める場

当事者部会

①障害者施策等についての意見交換

②専門部会やエリア活動状況の報告

③障がい者計画・障がい福祉実施計画

についての評価

エリア全体会

①障がい者の重度化・高齢化・親なき後を見据

えた支援体制の検討

②地域課題の抽出と解決に向けた協議

③地域ネットワークの構築

④社会資源の改善

部会

※地域の実情に合わせて設置

※市専門部会との連動

※ネットワーク構築

※困難事例の協議

就労部会

生活部会

とりまとめ
・基幹相談支援
センター
・障害保健福祉課

依頼・報告

専門部会
①課題の蓄積や整理
②協議会で出来た仕組み等の

運用の評価や検証
③課題解決のための調査・研究

⇒提言書の作成
※企画会議であがった課題について
企画会議でテーマを決定

※ワーキンググループ設置可
※スケジュールを組み進める

＜検討会議＞

・基幹相談支援ｾﾝﾀｰ

・障害保健福祉課＋α

エリア事務局会議

①連絡会の運営に関すること

②エリアの課題に関すること

報告・提案

相談支援部会

強度行動障がい児

者支援プロジェクト
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議題（１）資料
























